
 

 

 

 

 

２００８年１０月７日 火曜日  Vol．１１６ 
 

■例会出席者      ２０名（会員総数２８名）   出席率 ７１．４％ 
■メーキャップ      ありません 

■ゲ ス ト      ありません 

■会長挨拶      長浦会長 

このところ天候が不安定で体調が優れません、皆さんもお気をつけください。連日のよう

に金融不安の話題が紙面を賑わし、又、政界は政界で見通しが立たず、まさに八方ふさが

りといった感がします。明るい話題に渇望しています。さて、来週は豊田ガバナーの公

式訪問例会となっています。言うまでもなく正装、時間厳守でお願いします。 

■幹事報告      藤野幹事 

  週報到着 阿波池田ＲＣ、御所ＲＣ、鴨島ＲＣ、脇町ＲＣ 

  到着書類 岩手・宮城内陸地震災害義援金に関する報告書及び礼状が届いています。 

2008～2009 年度地区大会（2009．4/10～12：高松市）の仮登録の要請がきています。多く
のメンバーの登録をお願いします。 

■委員会報告      

  野々村ＩＴ小委員長：４半期が過ぎたので、今まで発行済の週報を回覧します。お気づきの点

がありましたら、お申し出ください。 

  青木ロータリー財団副委員長：次週くらいから、財団及び米山奨学金の寄付を募りたいと考え

ています。ご協力をお願いします。 

■卓 話        「職業奉仕月間にあたって」 渡川悟君 

   一宇村の農業に関する話題にふれてみたいと思います。昭和３０年代には旧一宇村だけでも

６～７千人を数えた人口も、今や、実数では１千人を下回ったようです。もともと、山間地

ですので農地も少なく、コンニャクとか煙草とかの特定の産物に頼った農業でしたが、高齢

化の進んだ最近では、専業農家はいなくなりました。現状に危機感を抱いた有志が集まり、

徳島市内に「阿波つるぎ」と名付けた常設市場を開設し、地域特性である寒暖差を利用した

農産物を中心に商品開発をし、徐々にではありますが販売を拡大しています。 

 話は変わりますが、今年は雨が多かったせいか、まつたけが豊作のようで、皆様にも味わっ

ていただける機会が持てたらと考えています。 

長浦会長：先日の米山奨学会の研修で学習した「よねやま○×クイズ」をお配りしますので、

一緒に考えましょう。 

■ニコニコ       

  吉村正章君：今月１１日に、５９回目の誕生日を迎えます。還暦まであと１年です。 

■欠 席 者      伊良原君、小野君、佐藤君、田中君、戸島君、浪越君、林君、藤田君 

欠席者は、メーキャップをお願いします。 

■今週の一言 「汝の活動、ひとり汝の活動のみが、汝の価値を決定す。」 

                             フィヒテ／ドイツの哲学者 

■次 回 例 会       ２００８年１０月１４日（火）１８：３０より レストラン西岡 

ガバナー公式訪問例会  卓話者：第２６７０地区ガバナー 豊田章二様 


